秀林院 様 (細 川 越 中 守 忠興 の 夫人、 秀林院 殿 

くわ をく しゅうぎ よく だいし ほふし さ ふら ふ 

華 屋宗玉 大姉は その 法諡 なり) のお 果てな され 候 

次第の こと。 

一 、 石 田 治 部少の 乱の 年、 即ち 慶長五 年 七月 十日、 

な や たまつ くリ 

わたくし 父 魚屋 清左衛 門、 大阪 玉 造 のお 屋敷へ 参り、 

「かなり や」 十 羽、 秀林院 様へ 献上 仕り 候。 秀林院 様 は 

よろ づ 南蛮 渡り をお 好み 遊ばされ 候 間、 おん 悦び 斜 

めなら ず、 わたくし も 面目 を 施し 候。 尤も 御所 持の 

ご じ ふ き にせもの これ ぁリ 

御 什器のう ちに は 贋物 も 数かず 有 之、 この 「かな リゃ」 

ほど 確かなる 品 は 一 つも 御所 持 御座な く 候。 その 節 父 

の 申し 候 は、 涼風の 立ち 次第 秀林院 様へ お 暇 を 願 ひ、 



嫁入り 致させ 候べ しとの ことに 御座 候。 わたくし もも 

はや 三年 あま リ、 御 奉公 致し 居り 候へ ども、 秀林院 様 

これな く 

は 少しもお 優しき と ， j ろ 無 之、 賢 女ぶ ら るる こと を 第 

一 となされ 候へば、 お 側に 居り 候ても、 浮きた る 話な 

とかく あ ひだ 

ど は 相 成らず、 兎角 気の つまる ばかりに 候 間、 父の 言 

葉 を 聞きし 時 は 天へ も 昇る 心地 致し 候。 この 日 も秀林 

院 様の 仰せられ 候 は、 日本 国の 女の 智慧 浅き は 横文字 

の 本 を 読まぬ ゆ ゑの よし、 来世 は 必ず 南蛮 国の 大名へ 

お 輿入れな さるべ しと 存じ 上げ 候。 

ちょうこん びくに 

一一、 十一 日、 澄 見と 申す 比丘尼、 秀林院 様へ お 目 通 

リ 致し 候。 この 比丘尼 は 唯今 城内へ も 取り入り、 中々 



ほど にても 無 之、 殊に おん 鼻 はちと 高す ぎ、 雀斑 も少々 

お有りな され 候。 のみならずお 年 は 三十 八 ゆ ゑ、 如何 

に 夜目 遠目と は 申せ、 二十 あまりに はお 見えな さらず 

i 矢。 

三、 澄 見の この 日参り 候 は、 内々 治部少 かたより 頼 

まれ 候よ しにて、 秀林院 様の おん 住居 を 城内へ おん 移 

し 遊ばされ 候 やう、 お勧め 申す 為に 御座 候。 秀林院 様 

ぎょい 

は 御 勘考の 上、 御 返事な され 候べ しと、 澄 見に は 御意 

なされ 候へ ども、 中々 しかと せる 御 決心 もつ きかね 候 

やうに 見上げ 候。 然れば 澄 見の 下がり 候 後 は 「まりや」 

様の 画像の 前に、 凡そ 一刻に 一 度 づっは 「おらつ しょ」 



と 申す おん 祈り を 一 心に お捧げ 遊ばされ 候。 何も 序 

ゆ ゑ 申し上げ 候へ ども、 秀林院 様の 「おらつ しょ」 は 

日本 国の 言葉に て は 無 之、 羅甸 とやら 申す 南蛮 国の 言 

葉の よし、 わたくしどもの 耳に は 唯 「のす、 のす」 と 

を か 

聞え 候 間、 その 可笑し さ を こら ふること、 一 かたなら 

ぬ 苦しみに 御座 候。 

四、 十二 日 は 別に 変り たる こと も 無 之、 唯 朝より 秀 

林院 様の 御機嫌、 よろし からざる やうに 見 上 候。 総 じ 

て 御機嫌の よろし からざる 時には わたくしども へ はも 

とより、 与 一郎 様 (忠 興の 子、 忠隆) の 奥様へ もお 小 

言 やらお 厭味 やら 仰せられ 候 間、 誰もみ な 滅多にお 側 



へ は 近づかぬ ことと 致し 居り 候。 け ふ も 亦 与 一郎 様の 

奥様へ はお 化粧の あまり 濃す ぎぬ やう、 「えそ ぼ 物語」 

くじゃく 

とやら の 中の 孔雀の 話 をお 引き合 ひに 出され、 長な が 

と 御 談義 有 之 候よ し、 みなみな お気の毒に 存じ 上げ 候。 

^ J の 奥様 は お 隣 屋敷 浮 田 中 納言様 の 奥様 の 妹 御 に 当ら 

せられ、 御 利発と は少々 申し兼ね 候へ ども、 御 器量 は 

妙 何なる 名作の 雛に も 劣らぬ ほどに 御座 候。 

せう さい いはみ 

五、 十三 日、 小 笠 原少斎 (秀 清) 河北 石 見 二 成) 

の 両人、 お 台所まで 参られ 候。 細 川 家に て は 男 はもと 

より、 子供 にても 奥へ 参る こと はかな はざる 御 家法に 

候 間、 表の 役人 はお 台所へ 参られ、 何 ごとに よらず わ 



たくし どもに 奥への 取次 を 頼まる る こと、 久しき なら 

さんさい 

はしと 相 成り 居り 候。 これ はみ な 三 斎 様 (忠 興) 秀林 

院様、 お 二 かたの おん 焼餅より 起り しこと にて、 黒 田 

家の 森 太兵衛 などに も、 さて こそ 不自由なる 御 家法 も 

候 もの かなと 笑 はれし よしに 御座 候。 なれ ども 亦 裏に 

は 裏と 申す こと も 有 之、 さほど 不自由 は 致し 居らず 候 _ 

丄ハ、 少斎石 見の 両人、 霜と 申す 女房 を 召し出され、 

こまごまと 申され 候 は、 この度 急に 治部少 より、 東へ 

ひとじち もつ ぱ 

お立ちな され 候 大名 衆の 人質 を とられ 候よ し、 専ら 

風聞 仕り 候へ ども、 如何 仕るべく 候 や、 秀林院 様のお 

おぼしめ 

思 召しの ほど も 承りた しとの ことに 有 之 候。 その 節、 



霜の わたくしに 申し 候 は、 「お 留守居 役の 衆 も 手ぬ る 

いこと でお り やる。 その やうな こと は 澄 見から をと つ 

ひ の 内に 言上 さ れ たもの を。 やれやれお 取次 御苦労 

な」 とのこと に 御座 候。 尤も これ は 珍しき ことにても 

無 之、 いつも 世上の 噂な ど はお 留守居 役の 耳よりも、 

わたくしどもの 耳へ 先に 入り 候、 少斎は 唯 律義なる 老 

人、 石 見 は 武道 一 偏の わやく 人に 候 間、 さも あるべき 

儀と は 存じ 候へ ども、 兎角た び 重な リ 候へば、 わたく 

しど も を 始め 奥の もの は 「世上に 隠れない」 と 申す 代 

りに 「お 留守居 役 さへ 知って おり やる」 と 申す ことに 

相或リ n 古リ 候。 



様の 画像の 前に 「のす、 のす」 をお 唱へ 遊ばされ、 梅 

と 申す 新参の 女房、 思 はず 笑 ひ 出し 候へば、 以ての外 

ごせつかん かう む 

のこと なりと さんざん 御 折檻 を 蒙 リ候。 

八、 少斎石 見の 両人 は 秀林院 様の 御意 を 伺 ひ、 いづ 

れも 当惑 仕り 候へ ども、 やがて 霜に 申され 候 は、 治 部 

少 かたより 右の 次第 を 申し 来リ 候と も、 与 一 郎様与 五 

おき あき 

郎様 (忠 興の 子、 興 秋) のお 二 かたは 東へ お立ちな さ 

れ たり、 内 記 様 (同上、 忠利) も 亦 唯今 は 江戸 人質に 

御座 候 間、 人質に 出で 候 はん 人、 当お 屋敷に は 一 人 も 

これな く 

無 之 候へば、 所詮 は 出し 申す ことなる まじく と 返答 仕 

るべ し、 なほ 又 是非ともと 申し 候 はば、 田 辺の 城 (舞 



いう さい ふぢた か 

鶴) へ 申し 遣 はし、 幽斎様 (忠 興の 父、 藤 孝) より 御 

指図 を 仰ぎ 候 まま、 それ迄 待ち 候へ と 挨拶 仕るべし、 

この 儀 は 如何 候べき と 申され 候。 秀林院 様の 仰せに は 

分別 致し 候 やうに と 申し渡され 候へ ども、 少斎 石見両 

人の 言葉に 毛す ぢ ほどの 分別 も 有 之 候 や。 まづ 老功の 

さむら ひ 

侍 と は 申さず、 人並みの 分別 ある 侍なら ば、 たと ひ 

田 辺の 城へ なりと も 秀林院 様 をお 落し 申し、 その 次に 

は 又 わたくしども にも 思 ひ 思 ひに 姿 を 隠させ、 最後に 

両人のお 留守居 役 だけ 覚悟 仕るべき 場合に 御座 候。 然 

るに 人質に 出で 候 はん 人、 一 人 も 無 之 候へば、 出し 申 

す ことなる まじくな どと は 一 も 一 一 もな き 喧嘩腰に て、 



十 一 、 然るに 秀林院 様 御意な され 候 は、 如何にも 浮 

田 中 納言殿 は 御 一 門のう ちに は 候へ ども、 これ も 治 部 

少と 一 味の よし、 兼ねが ね 承り 及び 候 間、 それ迄 参り 

候ても 人質 は 人質に 候 まま、 同心 致し 難く と 仰せられ 

候。 澄 見 はな ほ も 押し返し、 いろいろ 口説き 立て 候へ 

ども、 一 向に 御 承引 遊ばされず、 遂に 澄 見の 妙案 も 水 

の 泡と 消え果て 申し 候。 その 節 も 亦 秀林院 様 は 孔子と 

やら、 「えそ ぼ」 とやら、 橘 姫と やら、 「きりすと」 と 

やら、 和漢 はもと より 南蛮 国の 物語 さへ も 仰せ 聞かさ 

れ、 さすがの 澄 見 も 御 能弁に はしみ じみ 恐れ入り しゃ 

うに 見う け p。 



まりに 見 ゆる」 と 申し 候。 秀林院 様に も 一 かたならず 

御 立腹 遊ばされ、 以後 は 澄 見に 目通り 無用と 達し 候へ 

と 仰せられ 候。 なほ 又 この 日 も 一刻 置きに 「おらつ し 

よ」 をお 唱へ 遊ばされ 候へ ども、 内証に てのお 掛合ひ 

いよいよ てぎれ 

も 愈 手 切と 相 成り 候 間、 みなみな 安き 心 もな く、 梅 

さへ 笑 はずに 控へ 居り 候。 

す： h なぷ 

十四、 この 日 は 又 河北 石 見、 稲富 伊賀 (祐 直) と 口 

論 致され 候よ し、 伊賀 は 砲術の 上手に つき、 他家に も 

弟子の 衆少 からず、 何かと 評判よ ろしく 候 まま、 少斎 

石 見な どは嫉 きこと に 思 はれ、 兎角 口論 も 致され 勝ち 

とのこと に 御座 唉。 



十五、 この 日の 夜半、 霜 は 夢に 打 手の かかる を 見、 

きも 

肝 を 冷やし 候よ し、 大声に 何 か 呼ば はりながら、 ぉ廊 

下 を 四 五 間 走り ま はり 候。 

十六、 十六 日 巳の 刻 頃、 少斎石 見の 両人、 再び 霜に 

申され 候 は、 唯今 治部少 かたより 表向きの 使 参り、 是 

非と も 秀林院 様 を おん 渡し 候へ、 もしおん 渡し 候 はず 

+a- 力ま ま 

ば、 押し掛けて 取り 候 はんと 申し 候 間、 さりと は 我儘 

なる 申し 条も候 もの かな、 この 上 は 我等 腹 を 切り 候と 

も、 おん 渡し 仕る まじく と 申し 遣 はし 候。 然れ ば秀林 

院様 にも 御 覚悟 遊ばされ たくとの ことに 有 之 候。 その 

あ、 こく .P づら 

節、 生 11 少斎は 抜け 歯 を 頃 はれ 居り 候 まま、 石 見に 口 



意な され 候 や も 計り 難く、 t 愈 迷惑に 存じ 居り 候と こ 

ろ、 みなみな 御前へ 召され 候 間、 如何なる 仰せ を 蒙る 

ことかと 一 かたならず 案じ 申し 候。 

十八、 やがて 御前へ 参り 候へば、 秀林院 様 御意な さ 

れ候 は、 愈 「はらい そ」 と 申す 極楽へ 参り 候 はん 時節 

も 近づき、 一 段 悦ばしく 候と 仰せられ 候。 なれ どもお 

ん 顔の 色 は 青ざめお 声 もや や 震 へ 居られ 候 間、 もとよ 

りこれ はおん t 偽 と 存じ 上げ 候。 秀林院 様 又 御意な さ 

れ候 は、 唯 黄泉 路の 障りと なる は その 方 どもの 未来な 

きりしたん 

り、 その 方 ども は 心得 悪しく、 切支丹の 御 宗門に も 

き え 

帰依し 奉らず 候 まま、 未来 は 「いんへ るの」 と 申す 地 



獄に 堕ち、 悪魔の 餌食と も 成り果て 候べ し。 就いては 

今日よ リ心を 改め、 天主の おん 教へを 守らせ 候へ。 も 

とち 

し 又 さもな く 候 はば、 みなみな 生害の 伴 を 仕り、 われ 

ど 

ら と共に 穢土 を 去り 候へ。 その 節 はわれら より 「ある 

かんじょ」 (大 天使) へ 頼み、 「あるかん じょ」 より 又 

あるじ 

おん 主 「えす • きりすと」 へ 頼み 奉り、 一同に 「はら 

いそ」 の 荘厳 を 拝し 候べ しと 仰せられ 候。 然れば わ 

むせ 

たくし ども は 感涙に 咽び、 みなみな 即座に 切支丹の 御 

宗門に 帰依し 奉る 旨、 同音に 申し上げ 候 間、 秀林院 様 

に は 御機嫌よ ろしく、 これにて 黄泉 路の 障り も 無 之、 

安堵いた し唉 まま、 伴 は 無用と 御意な され 暌。 



十九、 なほ 又 秀林院 様 は 三 斎 様 与 一 郎様 へお 書 置き 

をな され、 二通と も 霜へ お渡し 遊ばされ 候。 その後 京 

の 「ぐれ ごり 屋」 と 申す 伴天連へ も 何やら 横文字のお 

書 置き をな され、 これ はわた くしへ お渡し 遊ばされ 候、 

^ J の 横文字 の お 書 置き は 五六 行に は 候へ ども、 秀林院 

様のお 書き 遊ばされ 候に は 一 刻 あまり もお かかりな さ 

れ候。 これ も 序 ゆ ゑ 申し上げ 候へ ども、 このお 書 置 

きを 「ぐれ ご リ屋」 へ 渡し 候 節、 日本人の 「いるまん」 

(役僧) 一 人、 厳かに 申し 候 は、 総 じて 自害 は 切支丹 宗 

門の 禁ずる ところに 御座 候 間、 秀林院 様 も 「はらい そ」 

へ はお 昇り 遊ばさる る ことかな ふま じく 候、 但し 「み 



の 中に 集まり 居り 候。 尤も これ は 敵に て は 無 之、 火事 

を 見に 集まりた る 人々 のよ し、 又 敵 は 伊賀 を 引きつれ 

御 最期 以前に 引き あげ 候よ し、 いづれ も 後に 承り 申し 

候。 まづは 秀林院 様お 果てな され 候 次第の こと、 あら 

あら 申し上げ たる 通りに 御座 候。 

(大正 十二 年 十二月) 
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